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愛知県政記者クラブ 

中部芸術文化記者クラブ 同時 

 

 

国際芸術祭「あいち 2022」ラーニング・プログラム 

愛知と世界を知るためのリサーチ 

自動車という乗り物はいったい何を運んできたのかを探求するプロジェクト 

『ドライブ・レコーダー（仮）』の参加者を募集します。 

記 

１ 『ドライブ・レコーダー（仮）』について 

リサーチリーダー AHA![Archive for Human Activities/人類の営みのためのアーカイブ] 

これまで市井の人々の私的な記録と記憶に着目したアーカイブづくりに取り組んで

きた活動団体の AHA![Archive for Human Activities/人類の営みのためのアーカイブ]

がリサーチリーダーとなる本プロジェクトは、近年注目されている運転免許証の《自主

返納》という制度に着目します。免許証返納の岐路に立つ当事者の個人的な経験を振り

返ることで、現代社会に生きる私たちと自動車との関わりを見つめ直す試みです。免許

証返納を考えている方などにインタビューを行い、その内容をプロジェクトの成果と

して国際芸術祭「あいち 2022」会期中に展示します。 

 

２ 参加者募集について 

本プロジェクトでは次の二つの区分で参加者を募集します。 

（1）自動車運転免許証の自主返納を迷われている方など 

免許証の自主返納を検討されている方やすでに返納した方、若しくはその御家族を募

集し、インタビューさせていただきます。お話しいただいた内容は編集の上で、国際

国際芸術祭「あいち 2022」では、幅広い層を対象とした様々なラーニング・プログ

ラムを順次、実施します。 

ラーニングの参加プログラム「愛知と世界を知るためのリサーチ」は、愛知にまつ

わる様々な事柄をテーマに取り上げ、我々が現在立っている場所について明らかにしな

がら、「世界とは何か」という謎に迫るリサーチをベースにしたプログラムです。 

このプログラムでは、アーティスト等がリサーチリーダーとなり、公募による参加

者たちとフィールドワークなどの活動を通して、様々な視点から愛知を発見するプロジ

ェクトを実施します。 

このたび、AHA
ア ハ

![Archive for Human Activities/人類の営みのためのアーカイブ]を

リサーチリーダーとした『ドライブ・レコーダー（仮）』を始動します。近年注目され

ている運転免許証の《自主返納》という制度に着目し、自動車という乗り物はいったい

何を運んできたのか― 現代社会に生きる私たちと自動車との関わりを見つめ直すプロ

ジェクトです。下記のとおり参加者を募集しますのでお知らせします。 

2021 年 12 月 10 日（金） 

国際芸術祭「あいち」組織委員会 
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芸術祭「あいち 2022」会期中に発表します。 

 

ア 参加対象者 

自動車運転免許証について、いずれかに該当する方 

（ア）返納するかどうか迷っている方 

（イ）返納を検討し、返納した方 

（ウ）返納を検討し、返納しなかった方 

（エ）免許証の更新時期がまもなくやってくる方 

（オ）返納を検討されている方の御家族 

 

イ インタビューの実施方法 

・1 回につき 90～120 分程度のインタビューを１～２回行います。 

（ご家族や関係者の同伴可） 

・実施場所や実施日については個別に相談の上決定します。 

 

ウ インタビューで伺う内容 

御自身のこれまでと車との関わりを振り返っていただきます。 

・免許証の取得時期 

・運転歴 

・印象に残っている車に関するエピソード 

・返納を検討している理由 など 

 

エ 定員 

３～５名程度 

 

オ 個人情報の取扱いについて 

・個別インタビューでお話しいただいた情報は厳重に取り扱います。 

・発表する際は、参加者に事前に内容を御確認いただき、個人が特定できない配慮

や工夫を施します。 

 

カ 注意事項 

・本プロジェクト参加の際に発生する交通費等の諸経費は各自で御負担ください。 

・インタビューをさせていただいたすべての方について発表するとは限りません。 

・インタビューの様子を写真や動画などで記録します。記録した写真や動画は、御

本人の同意のもと、国際芸術祭「あいち 2022」の広報物や報告書等で使用する場

合があります。 

・参加にあたっては、参加者を被保険者とした団体傷害保険に、国際芸術祭「あい

ち」組織委員会において加入します。 

 

（2）サポートメンバー 

プロジェクトを内側から支えるメンバーを募集します。個別インタビューの文字起こ

しや編集、展示に至るまで、継続的に関わっていただける方を募集します。 
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ア 参加対象 

文字起こし作業や編集作業の経験がある方 

 

イ 定員 

若干名 

 

ウ 注意事項 

・本プロジェクト参加の際に発生する交通費等の諸経費は各自で御負担ください。 

・活動の様子を写真や動画などで記録します。記録した写真や動画は、御本人の同

意のもと、国際芸術祭「あいち 2022」の広報物や報告書等で使用する場合があり

ます。 

・参加にあたっては、参加者を被保険者とした団体傷害保険に、国際芸術祭「あい

ち」組織委員会において加入します。 

 

３ プロジェクト説明会の開催について 

あなたにとって「車」を運転することとは？ また、その行為をみずから失うという

ことは？ プロジェクトの趣旨、インタビューしたい内容、今後のスケジュールの詳

細や本プロジェクトの参加方法についてなどをお伝えする説明会を開催します。プロ

ジェクトへの参加希望者は説明会に御出席ください。御説明した内容に同意いただい

た後に、正式に参加のお申し込みをしていただきます。免許証の返納を検討されてい

る方やすでに返納した方、その御家族のみなさま、プロジェクトを内側から支えるメ

ンバーの御参加をお待ちしています。 

 

日 時：2022 年 1 月 29 日(土) 

午前 10 時から午前 11 時まで（午前の部） 

 午後２時から午後３時まで（午後の部） 

 ※どちらも同じ内容です。いずれかの回に御参加ください。 

会 場：アートラボあいち 

 （名古屋市中区丸の内三丁目 4-13 愛知県庁大津橋分室 2～3 階） 

申 込：不要 

参加費：無料 

 

４ 問合せ先 

国際芸術祭「あいち」組織委員会事務局 
（愛知県県民文化局文化部文化芸術課国際芸術祭推進室内） 

住 所 〒461-8525 名古屋市東区東桜一丁目 13-２ 愛知芸術文化センター内 

電 話 052-971-3111 FAX：052-971-6115 

ＵＲＬ https://aichitriennale.jp/ 

 

 

https://aichitriennale.jp/
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リサーチリーダー・プロフィール 

AHA![Archive for Human Activities/人類の営みのためのアーカイブ] 

AHA![Archive for Human Activities/人類の営みのためのアーカイブ]は、市井の人々の

記録と記憶に着目したアーカイブづくりの取り組み。主な活動として、日本最長寿記録

を樹立したアジアゾウ、はな子との記念写真を一般から公募して制作した記録集「はな

子のいる風景 イメージを（ひっ）くりかえす」武蔵野市立吉祥寺美術館（2017 年）、

家の押し入れに眠っていた 8 ミリフィルムとそれにまつわる記憶を編集して公開したウ

ェブサイト『世田谷クロニクル 1936-83』生活工房（2019 年）、ひとりの女性が記し続

けた 10 年間の育児日記をたよりに、東日本大震災後の 10 年間を振り返る展覧会「わた

しは思い出す 10 年間の子育てからさぐる震災のかたち」せんだい 3.11 メモリアル交

流館（2021 年）などがある。remo[NPO 法人記録と表現とメディアのための組織]を母体

に、2005 年に大阪にて始動。 

AHA!公式ウェブサイト：https://aha.ne.jp/ 

 

 

リサーチリーダー・メッセージ 

自動車という乗り物は、いったい何を運んできたのか―。 

『ドライブ・レコーダー（仮）』は、そんな問いを探求するリサーチ・プロジェクトです。 
シートベルトを締める。バックミラーを目視する。アクセルを踏む。地図を調べる。音楽を聴

く。目的地に到着する。そして誰かに会う…。自動車を運転するといったこれらの一連の行い

には、《移動の手段》以上の意味があると、私たち AHA!は考えています。その意味を深く理

解するために、このプロジェクトでは運転免許の《自主返納》に着目します。 
返納の岐路に立たされている当事者にとって、みずから資格を失うという出来事はどのような

“喪失”の経験となるのか。『ドライブ・レコーダー（仮）』では、返納を検討されている方々

にみずからのこれまでの歩みを、「車」というキーワードを軸に振り返っていただきます。 
小さい頃の車の思い出は何か。免許を取得したのはいつか。これまでどんな車を運転したの

か。車内でひとり考えることは何か。印象に残っているドライブの行き先はどこか。一度乗っ

てみたい車は何か。返納に躊躇する理由は何か。車の中で泣いたことはあるか。ありえたかも

しれないもうひとつの人生があるとすれば、それはどんなものか。 
免許返納について迷い、悩まれているあなたへ。この機会をつうじて、これまでのあなたの歩

みやいろんな思い出を、言葉に残してみませんか。ご家族、関係者の皆さんへ。免許を失うと

いう経験がご本人にとってどのような意味をもつのか、ともに考えてみませんか。プロジェク

トに関心を持たれた方々へ。語りが生まれる場所を、一緒に支えていただけませんか。 
皆さんのご参加をお待ちしています。 

 

 

8 ミリフィルムの提供者宅で実施する
『出張上映会』のひとコマ 

記録集『はな子のいる風景』表紙 企画展「わたしは思い出す」の会場風景（一部） 
photo：佐々瞬 

https://aha.ne.jp/
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【参考】 

「あいち 2022」ラーニング・プログラムについて 

〇参加プログラム 

一般を対象とした公開プログラム 

・アーティストによる美術史講座 

・「芸術祭」をひも解く：近代化と万博-オリンピック-芸術祭 

・愛知と世界を知るためのリサーチ          他 

〇スクール・プログラム 

学校関係者（児童生徒・教員等）を対象としたプログラム 

〇ボランティア・プログラム 

対話型鑑賞のファシリテーターや会場案内などのボランティア育成のためのプログラム 

 

「愛知と世界を知るためのリサーチ」とは 

ラーニングの参加プログラム「愛知と世界を知るためのリサーチ」は、芸術祭の開催地である愛

知という土地にまつわる様々な事柄をテーマに取り上げ、我々が現在立っている場所について明

らかにしながら、「世界とは何か」という謎に迫るリサーチをベースとしたプログラムです。 

 

その一つ①『監督と学ぶ』は、「あいち 2022」の監督・片岡真実が、今回の開催会場となる地域

を中心に、専門家や地域の方々をゲストに迎え、対談形式で歴史・文化・産業などを学んでいく

シリーズで、動画を公開していきます。 

 

二つ目以降は、アーティスト等がリーダーとなって、様々な視点で愛知を発見していくプロジェ

クトを実施します。リサーチリーダーと公募による参加者たちが、フィールドワーク、ワークシ

ョップ等、グループごとのテーマに沿って自由な形式で活動を展開し、「あいち 2022」の開催期間

中にその成果を発表します。 

詳しくは各プロジェクトのページをご確認ください。 

 


